
当していた部門が.今年 ,小泉光恵紅よりひきつがれ ました｡今後.高温高圧

無機合成の研究を行うことになっています｡

C.半導線測定室 導電性有換物質研究グループの構造地学の面を受もつ節

究室で､伊藤一夫が世話をしていますo分子構造論 ,ー磁気地学の立場から.

鎗塩 ,有擁金属北合物の姑合と電気伝導の関係を研究するとともに.合成する

有機北学者の相談相手となっています｡
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なんとかの一つ覚えで.アルカリ-ライ ドを対象にして参りましたが.この

結晶の局在電子に局在してすっか り清足しきって居たわけでもありませんO･

一頃は不純物を含んだこの結晶の奇妙な性質に惑わされ.半導体ならぬアルカ

リノ､ライ ド工業を夢みたこともありましたO 身の程を弁え取客気にいたずらに

消耗し.NaClは 所詮甘くなかった今日.手慣れた専門を通していささかでも

固体物性を把起したい想いで以下の研究を行って居 りますO

(栗物性).色中心について.ESRや分光手段を用いて実験を行って居 りま

すが.最近はⅩCl/Ag結晶のD帯に関連して正孔祷獲AダII工中心や電子補獲中

心を翁ぺて居 りますO又. 1釘8秒光パルスを用いてF中,C㌧ Tl+発光中心の励

起状憩の寿命を測定し.F励起準位からの電子め トソネル過程や.鞄の素過程

Tl十励起準位のaSSigmenも,発光過程を研究討論にして屠 りますoTユ+発

光中心については.衆知の如 (Seiも21の∴該博な考察.又.近くは吸収の振動子

強度を説明した菅野の分子軌道の提案が嶺 やますが､一方.Xnoxは Tl+励起

状態と宜IecもTOnTransferstateや母体結晶の励起状磐とのConfigura-

もion血Ⅹingの可能性を論じて居 ります｡恐 +i_･41結晶の中にあることを考え
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ると.これには捨てがたいものを感じますoそこで.何か積極的な実験事実で

もと.可能性のありそうな CSⅠ/n 系と､高圧下のⅩ工/n 系をとりあげてみ

たわけです.若干検討の余地がありますが.CsI/Tiの吸収には.他にアルカ

9ライ ド系に見られぬ異様なものがあります｡配位子中相違を問題にして高圧

下のⅩ‡/Tiの実験にとりかかって居 りますO

最近レーザー光と連続通常光を用いた2光子吸収の実験がPhysicalRevi-

eWに発表されてまい りましたOこれには井上一畳沢の理論が既に出来上って

居 り.好むと好まざる紅拘らず､取 り上げねはならぬ光物性の有力な手段であ

りませう｡何か一種の強迫感を覚えます｡夢で追いかけられているようで-向

に足が前に進みませんO最近漸くaiantP711seらしきものが出ましたが.い

まだ路達しです｡

(音響物性)昨年 lG0-10GCまでのP波超音故の発生実験を行って以来.

庇の物性への応用を試みて居 りますo手始めとして.-番実験の簡単と思われ

る水晶中のフォ ノ ソ ー フ ォノン散乱の問題及び Co60で着色した水晶を用い着

色中心によるフォノン散乱の実験を行って居 りますo叉.アルカヅ-ライ ド絵

晶に於ける光子過程に及ぼすフォノyの影響を単-jオノンで諏ぺる目的で分

光とfe改超音波の組み合せ実験を試みて居 りますが. ユOGCではいささかフォ

ノンエネルギーの小さい憾みがあり/ますO終りに､常磁性物質の音波による

ESRを通じて.直接過程によるスピン-格子緩和の問題を扱うことを計画し

て居 りますが､ 10GCでは.常磁性物質と水晶との接合畠矢が実験技術の面で

問題になって居 りますo (石 黒 ,赤 尾 ,奥 野 記)
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